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問題の背景
　富岡（1986）によって，ルイヨウマダラテントウがグリーンタフ変動を受け

なかった地域の残存種であるという仮説が出されたが，十分に検証されていな

い。

方法
　現在のルイヨウマダラテントウの分布が，地質学的事実によって合理的に説

明できるか検討した。

結果と考察
　図１ A と B より，ヤマブキソウを食べるルイヨウは，先新第三紀の地層の分

布域周辺に生息していることが分かる。また，図１ A と C より，第四紀に堆積

がなかった地域に，本種が分布していることもわかる。したがって，最終氷期

以降の温暖期に，本種は北方へ分布を拡大すると共に，山岳地域（無堆積地

域）にも生息するようになった可能性がある。ヤマブキソウの分布北限を越え

た東北地方北部に，ヤマブキソウを食べるルイヨウ（富岡，1986b）が生息す

るが，それは最終氷期以降の温暖期の残存種と考えられる。

　東京西郊型は，第四紀火山がある伊豆・箱根地域に広く分布する。この地域

では 3000 年前くらいまで活発な火山活動があり（大木，1980），東京西郊型の

現在の分布パターンが数千年以上は遡らないことが推定される。

　東京西郊型の食草であるジャガイモが 本格的に栽培されるようになったの

は明治時代に入ってからである（筑波，1969）。さらに，江戸時代の寒冷期

（小氷期）を経て，明治時代以降は温暖化の傾向にある（高橋，1985；吉野，

1987）。東京西郊型がジャガイモを食べるようになり，現在のような分布パ

ターンを形成した過程は，明治時代から現在に至るジャガイモ栽培の拡大と気

候温暖化に関連がありそうである。
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図1 ルイヨウマダラテントウと地層の分布

A: ルイヨウマダラテントウの分布（1: 西郊型以外のルイヨウ，2: 1 のうちヤマブキソウを食す

る集団，3: 西郊型）．

B: 先新第三紀の堆積岩および広域変成岩の分布．

C: 第四紀の堆積物と噴出岩の分布（1: 堆積物，2: 噴出岩）．

資料は A が片倉（1988）， 富岡（1986a, 1986b），B・C が勘米良はか（1980）による．
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